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石の上にも三十年
且A∧姐GA作A
神奈川大学言語研究センターは､前身の外国語
研究センターを含めば､設立して三十三年経ちま
した｡その間に大学､外国語学部の変革と共に､
センターも教育設備や研究資料などにおいて不断
に充実してきました｡これはひとえに歴代の所長
と関係教職員の方々のご尽力の賜物であります0
2007年4月に所長に就任した私にとって､学生の
勉学や教員の教育活動､研究活動をサポートする
機関としてセンターをいかに発展させていくかが､
大きな課題となっています｡
言語研究センターをよりよくしていくために､
ここでご利用の皆さんにご意見､ご要望､ご提案
を求めたいと思います｡
先生方や学生の皆さんが授業中または授業外の
施設利用などを通して言語研究センターに期待す
ること､改善してほしいことについて､率直なお
考えをお聞かせいただきたいと思います｡センター
はいつでも皆さんのご意見､ご要望に耳を傾け､
日々改善の努力をしていきたいと考えています｡
センターの研究グループ申請の受付は先日締め
切らせていただきましたO申請グループの中で継
続が6件､新規が1件となっています｡センター
としては皆さんの多様な研究活動をできる限り支
援し､理論研究と実践研究､マジョリティー言語
の研究とマイノリティー言語の研究､少人数グルー
プ研究と大型研究プロジェクトなど､言語に関す
るあらゆる形態の学術研究をサポートしていきた
彰 国 躍
いと思っています.今後も多くの研究グループの
立ち上げを引き続き呼びかけていきたいと思いま
す｡
最近､日本社会において大学に対する評価が厳
しくなってきました｡さまざまな機関による大学､
学部､学科のランキングが公表されていますO社
会の評価に対して､われわれは常に敏感でなけれ
ばなりません｡
神奈川大学の外国語教育や言語研究のレベルは､
関東圏だけではなく､日本においても誇りに思う
ものがあります｡センター所員の中でさまざまな
言語に渡って音韻論､文法論､意味論､語用論､
社会言語学､応用言語学など多様な研究分野で活
躍する専門家が勢揃いし､卒業した学生の多くも
習得した外国語能力を駆使して国内外のさまざま
な分野で活躍しています｡そして､外国語学研究
科を卒業した大学院生の中で大学教員に採用され
る者が着実に増えています｡私はそこに神奈川大
学外国語教育の明るい未来が見えたような気がし
ます｡
大学のブランドカは結局のところ人材力であり
ます｡人材の育成は長期的な戦略がなければ決し
て成し遂げることのできない仕事です｡言語研究
センターはこれまでの実績の上に立って今後も
｢石の上にも三十年｣の精神で､教員の研究活動､
優秀な学部生､大学院生の成長を末永くサポート
していきたいと思います｡
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国際シンポジウム
言語の個別性と普遍性
-中国少数民族言語､米国先住民族言語､スラヴ系言語からの検証-
言語研究センター主催による上記国際シンポジ
ウムが11月17日(土)に､みなとみらいKUポー
トスクエアを会場に開催された｡3人の､海外か
らの講演者によるトー クと神大教員によるコメン
テーターの補足説明が続き､最後にフロアとの質
疑応答がもたれ､タフな催しであった｡
最初の トー クは､中国中西部の貴州､湖南､広
西チワン族自治区のあたりで数万人によって話さ
れているDong(トン語)と北京語との､語順を中
心とした文法の比較であった｡講師の石林氏 (南
開大学､吉首大学)はトン語のネイティブ･スピー
カーであり､文字を持たない､消え行く言語を自
ら記述している貴重な存在である｡氏の静かな中
にも情熱的な語り口が印象的であった｡午後の初
めは､ネイティブ･アメリカン言語の一つ､北太
平洋沿岸で話されているSalish語 (の中の一つの方
言)の研究家であるHenryDavis氏 (BritishColo
mbia大学)のトー クであった.精力的で鮮密なフイ-
ル ドワークに基づいて､本質的に理論言語学者で
ある氏の考察は､Wh一疑問文というトピックに限
定して､一見接点のない日本語とSalish語の､深
いところでの共通性を見事に見せてくれた｡Oh,
bravenewworld!という思いであった｡最後のス
ピーカー､横山オリガ氏 (UCLA)は､triling
ualとしての面目躍如というトー ク､すなわち､ロ
シア語､英語､日本語からのデータを､gender現
武 内 道 子
象で ｢キル｣というもので､そこに見事なタペス
トリーが仕上がった｡彼女の､日本語による､パ
ワ-ポイントを使用しての トー クは､ トピックの
親しさともマッチして聴衆を魅了した｡
私たちにはなじみの薄いことばについての話は､
それぞれに興味深く､刺激的で､啓蒙的で､しか
も楽しくさえあった｡中国語や英語のように億単
位の人々に話されている場合も､中くらいのロシ
ア語の場合も､トン語の少数人種の場合も､Salish
語のようにほんの数百人だけが使っている場合も､
HrHHJl‖Hl日日rHHHll日日‖HllHl‖lHlllIllHHIHLIHtHHHH日日HHllHlHHIHHllIHlHIHLHl‖HIHIHHHlllLlllHHlllHH‖]=HLHH日日lHll‖llHllH‖HHHIHllHHllH
(2)
すべからく世界の言語は､使用者が思考し､互い
の伝達を行うことを可能にする上で同じ程度の効
率性を持っていると考えてよい､単語がホンの数
百しかない ｢原始的な｣言語などというものは存
在しない､と改めて認識した｡人間言語の華麗な
豊かさを見せてもらった思いである｡
内容の濃い､アカデミズムの高いシンポジウム
であったQひとえに､3人の講師の､ご自身の研
究への愛と情熱に恵まれたこと､および講師と真
筆に接触､交わりを重ねたコメンテータ-を始め
とする､運営委員 (8名)の1年間にわたる尽力
の賜物である｡池上和夫副学長に開会のご挨拶を
いただいたのも幸いであった｡
l講義享1
言語センターの共同研究会として1997年以来活
動を重ねている ｢対照言語学研究会｣が､本シンポ
ジウム｢国際文化交流と言語科学｣プロジェクトチー
ムの母体である｡そもそも､センターが2年前設立
30年を迎え､紀要 『神奈川大学言語研究』が本年
度30号を発刊するということを何らかの形で記念
にしたいという思いが､大学の国際交流事業への参
加と結びついた｡本シンポジウムでの トー クを一
方の柱に､研究会メンバーによる論文をもう一つ
の柱に､紀要の特集号を編むことになっている｡
したがって本プロジェクトは今道半ばである｡来
春3月の刊行に､引き続き所員各位のご支援を賜
りたく､紙面を借りてお願い申上げる次第である｡
*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*
日本語 の訳語法
一漢語から洋語へ-
言語研究センターでは11月27日に本学名誉教授
高野繁男先生をお招きし ｢日本語の訳語法一 漢
語から洋語へ｣というテーマでご講演いただいたO
高野先生は江戸時代から明治時代にかけての訳語
法研究の第一人者として広く知られる｡
江戸時代､オランダから日本にもたらされたヨー
ロッパの最先端技術にともなう様々な語が､日本
人の蘭学者らによって翻訳された｡明治期には､
哲学や経済学の用語が英語やドイツ語から日本人
によって漢語へと翻訳された｡このような西洋語
から生産された訳語は ｢和製漢語｣と呼ばれ､現
富 谷 玲 子
在まで漢字圏諸国に共通する学術用語として使用
され続けている｡講演会では､蘭学時代と明治期
の新語造成方法に関する最新の分析､ならびに現
代日本語における語種数的変遷の紹介があり､19
90年代以降の日本における訳語の特徴として､洋
語 (カタカナ語)が急増しているとの指摘があっ
た｡本講演会は学生と教員40名以上が参加する盛
会となった｡特に学生にとっては､普段気づきに
くい日本語の特徴について学ぶ貴重な機会となっ
たことと思われる｡
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言語研究センター共同研究
『良友』画報の研究
本共同研究は､中国 ･上海で発行された総合グ
ラビア雑誌の 『良友』画報 (1926年～1945年)
の精読を行うことを目的に2003年度から活動を始
めた｡ 『良友』画報が取 り上げる関連記事が中国
の社会､文化､映画､美術､漫画､言語などあら
ゆる分野を網羅していることから各分野の専門家
による輪読が必要であったのである｡
その後､毎月 1回のぺ-スで輪読会を行うほか､
2005年度からは中国 (上海)での勉強会を開催し､
中国側の研究者との交流を深めている｡本共同研
究の成果は2007年9月に 『アジア遊学』特集 -
孫 安 石
『良友』画報とその時代 (勉誠出版) として出版
された｡
『良友』画報については､近年､中国でも再評
価が進み1920年代から1940年代の上海の都市文
化を読み解 く資料として､多 くの関連書籍が出版
されるほか､2008年には 復刻版の出版が予定さ
れていると聞く｡
本共同研究もしばらく活動を継続し､ 『良友』
画報関連のシンポジウムを開催し､論文集を刊行
することを目指したい｡
『アジア遊学』特集 - 『良友』画報とその時代
(勉誠出版､2007年､第103号)
目次
『良友』画報の特集によせて 孫安石
『良友』画報と映画 孫安石
上海におけるハリウッド映画の需要と映画関連雑誌
『良友』画報と女性表像
誌上の展覧会をめざして
『良友』画報とスポーツ･体育
『良友』と旅行関連記事
『良友』と中国新文学
上海大衆文化と香港 ･華僑資本
『良友』画報の印刷技術
『良友』画報と上海の日本居留民
戦前期日本と中国の印刷界の関わり
『LIFE』の伝えた真珠湾攻撃
佐藤秋成
石川照子
呉孟晋
森平崇文
王京
鈴木将久
村井寛志
菊地敏夫
陳祖恩
田島奈都子
岩本典子
コラム
天津で発行された最初のグラビア誌 『北洋画報』
『ピノキオ』と ｢孤島｣上海のアニメーション
日中戦争期 ｢大後方｣の紡績合作社
『良友』と郵便切手の蒐集
『良友』と動植物の保護
戦後も続いていた 『良友』
日本訪問記
1925年創刊雑誌 『キング』のメディア論
『良友』と戦時報道
貴志俊彦
呉孟晋
菊地敏夫
甫青山精治
孫安石
村井寛志
石川照子
佐藤卓己
王京
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